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大学生に対する統計教育では，実際のデータを用いて学習者の興味・関心を喚起したい．特に経済学部

でしばしば用いられる経済統計の多くは，調査あるいは業務で得られた個々のデータを集計した統計で

あるが，むしろ，集計前の個々のデータの方が興味・関心を得やすいだろう．集計前の個々のデータが

ウェブで公開されている場合があるので，これを自動収集して教材化する事例を示し，統計教育教材と

しての可能性を考えたい． 
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1. はじめに 

大学生に対する統計教育において実際のデータを使

用すること“Use real data”の重要性は，アメリカ統

計学会による「統計教育における評価と指導のガイド

ライン」の College Report 2016 で示されている(1)．デ

ータの“reality”を求めて，例えば，経済学部におけ

る統計教育では，行政機関や地方自治体が発表してい

る公的な統計データを使用することが多い．南山大学

経済学部の 1 年次必修科目「データ処理入門」では，

愛知県統計年鑑「百貨店・スーパーの事業所数，従業

者数及び販売額等」，賃金構造基本統計調査「企業規模

別新規学卒者の初任給の推移」等を用いて，表計算ソ

フトウェア演習のための例題データを作成している． 

 

図 1 表計算演習用データの例（百貨店販売額） 

経済学部の統計教育における“real data”である公

的な統計データは，調査あるいは業務で得られた個々

のデータを集計した統計であることが多く，学習者に

とっては実感しにくいデータである．図 1 は，実際の

表計算演習で使用している例題で，愛知県統計年鑑の

最新刊から百貨店の販売額を抽出したものである．学

生には縦横集計をさせて，愛知県の百貨店販売額の年

間合計の数値を求めさせたのち，その数値の単位を推

測させているが，正答率は必ずしも高くない．学生に

とっては，1 店舗あたりの年間販売額すら想像がつか

ないのに，愛知県にある百貨店 13 店舗の合計年間販

売額となると，ますます想像できないだろう。 

調査統計や業務統計の場合，学生は，集計されたデ

ータよりも，集計される前の個々のデータの方に，よ

り“reality”を感じるだろう．百貨店販売額は，経済

産業省が商業動態統計で毎月調査し，経済産業局別，

東京特別区・政令指定都市別，都道府県別に集計した

結果が公表されている．こうした集計された数字に比

べれば，百貨店が回答した調査票に書かれている月ご

との商品販売額の方に，より“reality”が感じられる

だろう．しかし，調査票の記載事項が個別に公表され

ることは，もちろんあり得ない． 
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ウェブ公開されている公的な統計データの中には，

情報提供を目的とする検索機能を用いて，集計前の

個々のデータに 1件 1件アクセスすることが可能な場

合がある．ただし，実際にデータをまとめて収集する

には大変手間がかかるので，ウェブスクレイピングの

技術が有用である．そこで本稿では，集計前の個々の

データをウェブスクレイピングの技術で自動収集して

教材化する 2 つの事例を示し，統計教育教材としての

可能性を考えたい．なお，各事例の開発環境は，

Windows 10 Home バージョン 1903（64 ビット）で

動作する Spyder 4.0.0 であり，使用言語は Python 

3.7.5 である．使用した Python ライブラリは，

Requests 2.22.0，BeautifulSoup 4.8.1，Selenium 

3.141.0 である．また，ブラウザには Google Chrome 

79.0.3945.130（64 ビット）を使用し，対応する

Selenium WebDriver は ChromeDriver 79.0.3945.36

である． 

2. 事例 1（地価公示） 

2.1 データの説明 

国土交通省は，地価公示についてのウェブページ(2)

で「地価公示にみる地価の状況」を発表している．名

古屋圏については，沿線別駅周辺住宅地・商業地の公

示価格例，市の住宅地の平均価格等，地域別・市の対

前年平均変動率を公表している．図 2 は「名古屋圏の

市の住宅地の平均価格等」であり，例えば，名古屋市

千種区について，標準地数 26，平均価格 243,900(円/

㎡ )，上位の価格 369,000(円 /㎡ )，下位の価格

158,000(円/㎡)と記載されていて，基本統計量の計算

のための題材にしたい． 

 

図 2 地価公示で公表されているデータの例 

国土交通省は，国土に関する基礎的な情報を GIS デ

ータとして整備した「国土数値情報 ダウンロードサ

ービス」を提供しており，地価公示価格も含まれてい

るが，大変複雑なデータ構造のため使いにくい． 

一方で，同省は「標準地・基準地検索システム～国

土交通省地価公示・都道府県地価調査～」(3)を提供し

ており，地価公示を検索することが可能である．ここ

で，名古屋市千種区の住宅地の地価公示価格をすべて

抽出すれば，前述した基本統計量の計算のための題材

における例題データにすることができる．そこで以下

では，ウェブスクレイピングにより，実際の地価公示

価格を抽出する方法を説明する． 

2.2 スクレイピングの方法 

「標準地・基準地検索システム」で地価を検索する

手順は以下の通りである．まず，「検索地域指定（地名

入力）」の画面で，愛知県，名古屋市，千種区と入力し

「決定」をクリックする．次に，地価の検索条件の設

定画面で，対象「地価公示のみ」，用途区分「住宅地」

をチェックして「検索」をクリックすると（図 3），検

索結果が 1 ページに 20 件ずつ表示される．次ページ

が存在する限り「次へ」をクリックすることを繰り返

して地価公示価格を閲覧することができる（図 4）． 

 

 

図 3 地価公示価格の検索条件指定画面 
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図 4 地価公示価格の検索結果表示画面 

以上の検索手順をそのままなぞるように実行する

Python プログラムを作成した．ソースプログラムはお

よそ 50 行である．検索条件の指定と検索結果のペー

ジ送りには selenium を，検索結果表示画面からデー

タを抽出するには BeautifulSoup を利用した．「所在

及び地番」欄に記載されている住所と「価格(円/m²)」

に記載されている地価を抽出した結果を CSV ファイ

ルに出力して，表計算ソフトウェアで直ちに利用でき

るようにした（図 5）．これは，実際の地価データによ

る平均，最小値，最大値を計算するための例題データ

であるとともに，文字列の一括置換機能（(円/m²)の削

除）やソート機能（価格の昇順，降順）を学ばせる例

題にもなっている． 

 

図 5 抽出された地価公示価格の一覧 

3. 事例 2（求人情報） 

3.1 データの説明 

厚生労働省は，公共職業安定所（ハローワーク）に

おける求人，求職，就職の状況をとりまとめ，求人倍

率などの指標を作成し，一般職業紹介状況(4)として毎

月公表している．ウェブページではさまざまな数表が

公表されているが，図 6 にその一例を示す． 

 

図 6 一般職業紹介状況で公表されているデータの例 

このようなデータは，学習者にマクロ的な視点で観

察させるのに必要ではあるが，全国的に集計されたデ

ータに“reality”を感じさせるのは難しい．そこで，

本章では，厚生労働省職業安定局が提供する「ハロー

ワークインターネットサービス」(5)を用いて，地域の

実際の求人情報を抽出する方法を説明する． 

3.2 スクレイピングの方法 

「ハローワークインターネットサービス」のうち「求

人情報検索」で，愛知県名古屋市瑞穂区での介護、福

祉の求人情報を検索する手順は以下の通りである．求

人区分では「一般求人」を指定する（フルタイム，パ

ートのチェックは任意）．「就業場所」で愛知県を選び

「選択」をクリックし，別画面で名古屋市瑞穂区を選

択して「決定」をクリックする．希望する職種で「職

種を選択」をクリックし，別画面の大分類で「介護，

福祉」を選択して「決定」をクリックする（図 7）．最

後に「検索」をクリックすると，条件に当てはまる求

人情報が 1 ページに 30 件ずつ表示される．次ページ

が存在する限り「次へ＞」をクリックすることを繰り

返して求人を閲覧することができる（図 8）．求人 1 件

ごとの表示内容の項目数が異なる場合があるので，ス

クレイピングするときには注意を要する． 
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図 7 求人情報の検索条件指定画面 

 

図 8 求人情報の検索結果 1件分の表示例 

以上の検索手順をなぞるように実行して，求人区分，

雇用形態，賃金（求人種別，賃金形態，賃金額）のデ

ータを抽出して，CSV ファイルを出力する Python プ

ログラムを作成した．ソースプログラムはおよそ 80行

である．このプログラムを 2020 年 2 月 6 日に実行し

たところ，検索結果は 125 件あった．図 9 には，その

うち最初の 10 件分のデータを示す．この CSV ファイ

ルは，“real data”によるデータ分析の例題であると同

時に表計算ソフトの操作演習にも活用できる．例えば，

文字列操作で賃金額の下限，上限を取り出したり，フ

ィルター機能を用いて，ある条件に該当するデータを

抽出したりするような演習に利用可能である． 

 

図 9 抽出された求人情報の一覧（一部） 

4. おわりに 

本稿では，学習者が“reality”をより感じられるデ

ータを教材化することを目的として，ウェブスクレイ

ピングの技術を用いて，地価公示データや求人情報デ

ータを収集して，データ分析の授業で利用可能な教材

データの作成事例を紹介した．いずれも Python プロ

グラムにより，データの自動収集が可能となった。 

ウェブスクレイピングによりデータを自動的に収集

するときには，Web サービスの利用規約でスクレイピ

ングが禁止されていないかどうかを確認する必要があ

る．また，Web サービスに過度な負担をかけないよう

にする必要がある．今回作成したプログラムでは，待

機時間を随時設けている。 

政府が全大学生の受講を目指している初級水準の人

工知能教育の一環として，表計算ソフトによるデータ

分析用のために，実際の商品の購買データなどを実社

会から集め，各大学向けに公開する計画があるという

新聞報道もある(6)。このように，大学生の統計教育に

おける“Use real data”の重要性は変わることないの

で，同様の事例を積み上げてアーカイブ化し，教材デ

ータの共同利用の促進を目指したい． 
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